【緑のシナリオ案その２】

□空を彷徨う森

　　　淡く美しい緑色の細い木々が生えている。　

主人公「ここか、ったく薄気味わりい場所だな。」

　　　前方から緑色の機体が現れる。

スズナ「こんにちは。私はスズナと申します。」

主人公「早速でやがったな、そんじゃサクッといくぜ！」

スズナ「あ、待って下さい。」

主人公「ん？なんだ？」

スズナ「私は貴方にお話があってきたのです。少しだけお時間を頂けないでしょ

　うか。？」

主人公「・・・てめえもか。」

スズナ「はい？」

主人公「（怒り）てめえも自分だけ助かろうって腹か！その腐れ根性今すぐ叩き　

　直してやる！」

スズナ「え、あの、ちょっ。」

　　　＊戦闘開始＊

　　　＊緑覚醒前＊

スズナ「待って下さい。貴方は何か勘違いを・・・。」

主人公「（怒り）うるせえー！言い訳とは見苦しい野郎だ！」

スズナ「・・・仕方がありませんね。」

　　　スズナの体から緑色のオーラがほとばしる。

スズナ「当初の予定と少々違いますがいいでしょう、本気でお相手させて頂きま

　す。」

主人公「こいや！」

　　　＊覚醒戦へ＊

　　　＊覚醒戦終了後＊

主人公「思い知ったか！もう仲間を裏切ろうなんて考えんじゃねえぞ。」

スズナ「あのぅ、ですからそれは誤解です。私はあなたにお願いがあってきたん

　です。実は・・・。」

フェードアウト

　　＊スズナステージ終了＊
